
 

福岡空港の総合的な調査に係る 

ＰＩ活動（ステップ２）の実施状況レポート 
 

 

実施状況把握を行った者 福岡空港調査ＰＩ有識者委員会委員  山 本 智 子 

 

日時：平成１８年 ８月１日 １４時３０分～１６時  

日時・場所 場所：のがみプレジデントホテル 

 

ＰＩ活動の種類 説明会 

 

 

所見 

（アドバイス等） 

① スライドを利用した点は、口頭での説明のみより、参加者の理解

を得やすいと思う。パワーポイントによる、要約版での提示だと

さらにわかりやすいと思う。 

② 意見を出しやすくするため、質問を角度を変えて行う工夫はこれ

からも続けて欲しい 。 

   

 (アドバイス) 

(1) 都市圏でない場所での開催の場合、当該開催地との関係性を議

論に盛り込む(空港アクセスはどうしているか、どのようなア

クセス方法が望ましいか等)ことで、参加者の興味と意見を引

き出す方法もあるのではないか。 

(2) 資料の説明が少し詳しすぎるので、参加者の構成に応じた臨機

応変なポイントの絞り方をすれば、意見が出しやすいのではな

いか。懇切丁寧・間違いなくをあまり意識すると、一方的に説

明することになりがちだと感じた。また、統計上の専門用語は

避けて欲しい。 

(3) 全体に参加者に今回の問題との接点を見出せない雰囲気があ

り、都市圏以外の地域住民で、空港利用頻度の少ない住民も空

港に関連する経済効果(負担を含めて)を受けるので、意見をど

のように出してもらい反映させるのかは、今後課題であると考

える。                                         以 上 

  


